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一先生お世話になりました一
春光うららかな3月25日、南北小学校の卒

業式が行われました。

この日卒業証書を授与された児童は、149名

　　　　　　も（南小73名、北小73名）、在校生の拍手の中を

先生の励ましの言葉を受け、6年間お世話に

なった学舎を後に巣立っていきました。

（写真は、希望を胸に先生とお別れする南

小6年生）
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第
一
何
定
例
村
議
会
は
、
三
月
八
日

か
ら
十
四
月
ま
で
の
七
日
間
招
集
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
の
結
果
、
五
十
五
年
度
一

般
会
計
予
算
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
が

可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

嚢
嚢
嚢
巽
糞
派
葵
巽
糞
糞
巽
糞
糞
嚢
糞
糞

　
　
　
一
般
会
計

圏
囚
村
雛
讐
蟄

十
九
万
五
千
円
、
つ
づ
い
て
地
方
交
付

税
の
四
億
一
千
万
円
で
す
。
そ
の
う
ち

村
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
は
自
然
増
を

見
込
み
、
法
人
に
つ
い
て
は
景
気
の
動

向
に
左
右
さ
れ
易
い
こ
と
等
に
よ
り
抑

え
た
も
の
の
前
年
対
比
二
十
一
％
増
を

見
込
ん
で
村
税
全
体
で
は
、
前
年
対
比

二
十
五
・
八
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

老
人
医
療
費
、
保
育
所
児
童
措
置
費
、

児
童
手
当
等
の
社
会
福
祉
関
係
補
助
金

を
は
じ
め
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、

道
路
整
備
費
補
助
金
な
ど
ほ
ぼ
確
実
な

事
業
に
つ
い
て
計
上
し
、
三
億
七
千
四

百
十
五
万
四
千
円
と
な
り
、
歳
入
総
額

で
は
十
五
億
三
千
六
百
九
十
七
万
六
千

円
と
な
り
ま
す
。
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村

税

－
％

34

その他73，327千円4．8％

監き＼
　　　　　　干』円

固定資産税

256，520千円

　　16．7％

村民税

209，471
　　　千円

　13．6％
1，536、976

　　　千円

　
円
勿

　
子
8

勉
輿
乱

の
3

そ
8
　
5

歳入

地方交付税
410，000千円

　　　26．7％

自動車取得税交付金31，200千円2．O％

地方譲与税34，000千円2．2％

繰入金40，000干円2，6％

村債50，000千円3．3％

国・県支出金

374，154
　　千円
　　24．3％

』
）

）

㎜
　
昨
年
度
は
、
原
油
価
格
の
大
幅
な
値

㎜㎜
上
が
り
な
ど
厳
し
い
生
活
環
境
の
下
で
、

㎜
健
全
な
財
政
運
営
を
守
り
な
が
ら
公
土
ハ

㎜
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
住
民

㎜㎜
生
活
に
直
接
影
響
の
深
い
福
祉
の
仕
事

㎜
や
、
地
域
発
展
に
必
要
な
道
路
を
始
め

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜
各
種
の
整
備
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

㎜㎜
ま
し
た
．

㎜
　
新
た
に
昭
和
五
十
五
年
度
を
迎
え
ま

心㎜
し
た
が
、
国
内
経
済
を
め
ぐ
る
環
境
は

㎜
依
然
好
転
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
続
き

㎜㎜
原
油
価
額
の
上
昇
な
ど
先
行
き
不
透
明

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
、

㎜
な
要
因
が
多
い
こ
と
か
ら
　
物
価
の
急

【“

騰
を
招
い
て
い
ま
す
こ
と
は
、
皆
さ
ん

㎜【”

す
で
に
生
活
の
実
感
か
ら
ご
承
知
の
と

　
お
り
で
あ
り
ま
す
。

｝｝
　
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
で
は
、

｝｝
村
の
財
政
力
を
充
実
さ
せ
対
応
力
を
養

　
い
な
が
ら
、
住
民
生
活
を
安
定
路
線
に

｝㎜
乗
せ
る
こ
と
が
最
も
大
事
で
は
な
い
か

　
　
　
○
○

予
算
編
成
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
村
長 と

存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
昭
和
五
十
五

年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、
次
の
よ
う

な
重
点
施
策
を
中
心
に
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

　
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
税
収
入
は
も

と
よ
り
地
方
交
付
税
、
補
助
事
業
を
中

心
と
す
る
国
、
県
支
出
金
の
確
保
に
極

力
意
を
注
ぎ
、
不
足
財
源
に
つ
い
て
は

財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
れ
と
最
少
限

の
村
債
で
ま
か
な
う
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
歳
出
面
に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
村
民
の
健
康
、
体

力
づ
く
り
と
、
行
政
等
か
ら
の
連
絡
施

設
で
あ
る
無
線
情
報
施
設
の
新
設
、
な

晋金
　
　
茂
木
秋
広

お
、
昨
年
に
引
き
続
き
道
路
網
の
整
備

を
中
心
と
し
た
地
域
環
境
整
備
と
組
合

施
行
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
、
学
校
教

育
関
係
で
は
北
小
校
舎
の
補
強
と
教
材

は
勿
論
、
内
外
設
備
の
充
実
を
重
点
施

策
と
し
て
種
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
事

業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
最
大
の

努
力
を
払
い
、
国
・
県
等
の
補
助
金
を

最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
財
政

の
効
率
的
運
用
を
図
り
、
積
極
的
に
き

め
こ
ま
か
な
行
政
を
推
進
し
て
行
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。
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164，382円

商工費4，997千円O．3％
予備費2，000千円0．1％
諸支出金　1千円

（

（
農林水産業費
422，132千円

　　27．5％

　　　　議会費47，668千円3．1％

衛生費49，952千円3．2％

公債費
84，122

罵％　輔、
　　　　　　　　　千円
　　　　　　　　　　4．8％

村民1人当りに

使われる予算

歳出
1，536，976

　　千円

土木費
266，156
　　　千円

　17．3％

費
63
円
％

　
β
千
3

生
7
　
8

　
　
民
－

費
89
円
％

　
4
，
千
の

務
3
　
3

　
　
　
　
　
　

総
2

　訳
45，148円
28，4，66円

26，319円
22，833円
13，622円
　8，997円
　7，809円
　5，342円
　5．846円

　　■内
○農林水産業費

○土木費
○教育費

56，074円

教育費
246，078
　　　千円

　16．0％
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人

費
費
費
費
費
他
　
－

務
生
債
防
生
の
　
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸

総
民
公
消
衛
そ

○
　
○
　
○
　
○
　
O
　
O

負担する税

　訳

27，435円
22，403円
　2，5！7円

　2，321円
　1．398円

内

■
税
税
税
税

　
産
　
糟

額
民
謁
気

　
固
村
掴
電

　
　
○
　
○
　
○
　
○

の他○そ

　
　
（
（
［

園
四
項
鷺
幾
縛

と
お
り
で
す
。

　
　
農
林
水
産
業
費

四
億
二
千
二
百
十
三
万
二
千
円

　
本
年
度
の
重
点
施
策
で
あ
る
農
村
情

報
連
絡
施
設
設
置
事
業
を
は
じ
め
、
江

南
中
部

土
地
改
良
区
事
業
、
江
南
南
部

土
地
改
良
区
事
業
補
助
、
集
落
ゼ
ン
4

ー
建
設
費
補
助
や
農
道
整
備
事
業
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
土
　
木
　
費

二
億
六
千
六
百
十
五
万
六
千
円

　
本
村
の
重
点
施
策
で
あ
る
生
活
環
境

整
備
の
観
点
か
ら
、
道
路
新
設
改
良
費

で
二
億
九
百
三
十
五
万
円
、
道
路
維
持

費
八
百
十
二
万
五
千
円
、
ま
た
、
都
市

計
画
費
一
千
六
百
六
十
二
万
九
千
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
教
　
育
　
費

二
億
四
千
六
百
七
万
八
千
円

　
学
校
教
育
や
社
会
教
育
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
費

用
で
あ
り
、
小
学
校
費
で
は
校
舎
補
強

工
事
と
環
境
整
備
費
、
中
学
校
費
で
は

　教材・

備
品
等
の
整
備
拡
充
を
は
か
る

　
た
め
の
費
用
、
幼
稚
園
で
は
、
遊
具
等

　
の
充
実
に
よ
る
経
費
、
ま
た
村
民
体
育

　
館
の
運
営
費
や
村
民
の
体
力
づ
く
り
の

　
た
め
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
総
　
務
　
費

二
億
一
千
三
百
四
十
八
万
九
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
人
件
費
、
庁
舎
維
持

管
理
費
、
事
務
的
経
費
を
は
じ
め
選
拳

費
、
集
会
所
建
設
費
補
助
金
等
が
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
民
　
生
　
費

一
億
二
千
七
百
三
十
六
万
三
千
円

　
民
生
費
は
、
各
種
の
福
祉
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
費
用
及
び
、
老
人
医
療

給
付
費
、
保
育
所
運
営
費
、
児
童
手
当
、

，
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
負
担
金
等
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
消
　
防
　
費

七
千
三
百
一
万
八
千
円

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
地
区
消

防
組
合
負
担
金
六
千
百
十
八
万
八
千
円

　と

非
常
備
消
防
団
諸
経
費
を
は
じ
め
、

　
消
防
用
防
火
水
槽
新
設
、
消
火
栓
の
新

　
設
な
ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
衛
　
生
　
費

　
四
千
九
百
九
十
五
万
二
千
円

　
　
村
民
の
皆
さ
ま
が
、
健
康
で
明
る
い

　
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
公
衆
衛
生

　
の
向
上
、
生
活
環
境
な
ど
の
対
策
費
と

　
し
て
、
住
民
検
診
等
健
康
づ
く
り
の
推

　
進
費
を
は
じ
め
、
ご
み
処
理
施
設
費
負

　
担
金
、
不
燃
物
の
集
収
業
務
委
託
料
な

　
ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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二
億
四
百
六
十
四
万
一
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
よ
り
五
・
六
七
％
増

の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
四
百
六
十

その他の収入

　848千円／

、0．4％

　
円
金
千
％

　
　
　
　

越
7
8
鉦

繰
12

高額療養費　総務費　　　その他の支出
助産費　　　14・885千円　6，068千円
葬祭費　　．7・3％　　　　2．9％

16，946千円
8．3％

療養諸費
166，742千円
81．5％

四
万
一
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
円
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

貿
ー
属
厩
蓑
契
麺
翼
眠
睡
緯
糞
鍵
踵
貝
質
陵
鍵
誕
翼
翼
翼
貝
ー
ー
｝
賛
誕
員
口

水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
九
千
三
百
八
十
七
万
四
千
円

　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
「
収
益
的
収

入
及
び
支
出
」
と
「
資
本
的
収
入
及
び

支
出
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
、
営
業
面
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
、
収
入
は
、
水
道
使
用
料
、
受

託
工
事
収
益
、
そ
の
他
営
業
収
益
な
ど

で
、
一
億
五
千
六
百
三
十
七
万
四
千
円

を
見
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
支
出
は
、
原
水
費
、
給
水
配
水

費
や
職
員
の
給
与
費
、
修
繕
費
、
減
価

償
却
費
な
ど
で
、
あ
わ
せ
て
一
億
六
千

七
百
六
十
六
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。　
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
れ
は
資
本
構
成
を
表
わ
す
も
の
で

収
入
は
企
業
債
や
工
事
負
担
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
負
担
金
な
ど
で
、
三
千
七

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
支
出
は
、

建
設
改
良
費
や
企
業
債
の
償
還
金
な
ど

で
、
五
千
百
二
十
三
万
三
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
、
）
　
）

会
期
と
し
て
行
わ
れ
、

熱
心
に
審
議
さ
れ
て

決
定
さ
れ
た
主
な
こ

と
が
ら
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
及

　
び
国
保
・
水
道
事
業
の
特
別
会
計
予

　
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は

前
ぺ
ー
ジ
か
ら
く
わ
し
く
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
し
尿
処
理
施
設
を
持
っ
て
い
な
い
江

南
村
と
大
里
村
が
、
共
同
し
て
し
尿
を

処
理
す
る
た
め
一
部
事
務
組
合
を
つ
く

り
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

去
る
三
月
一
日
に
国
か
ら
事
業
の
認
可

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
組
合
を
運

営
す
る
議
会
の
議
員
さ
ん
四
名
の
方
（

大
里
村
も
四
名
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
富
田
宗
平
（
議
　
　
長
）

　
志
村
利
次
（
副
議
長
）

　
杉
田
弥
平
（
産
業
委
員
長
）

　
小
　
島
　
芳
　
房
（
厚
生
委
員
）

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
部
事
務
組
合

が
発
足
し
、
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

◎
江
南
村
葬
斉
給
付
条
例
が
決
定
さ
れ

　
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
遺
体
を
納
め
る
に
あ

た
り
火
葬
と
し
た
場
合
、
経
費
の
一
部

を
村
で
補
助
し
、
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽

く
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
補
助
さ
れ

る
金
額
は
一
体
に
つ
い
て
一
万
円
で
、

四
月
一
日
か
ら
申
請
に
よ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

◎
母
子
健
康
セ
レ
ー
汐
細
の
助
産
部
門
が

　
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
国
保
の
助
産
費
や
葬
祭
費
の
支
給
額

　
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
の
助
産
費
に
つ
い
て

は
、
い
ま
ま
で
六
万
円
で
し
た
が
、
二

万
円
ア
ッ
プ
し
て
八
万
円
、
ま
た
葬
祭

費
に
つ
い
て
は
二
万
円
を
一
万
円
ア
ッ

プ
し
て
三
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
L
た
。

◎
幼
稚
園
の
保
育
料
が
改
正
さ
れ
ま
し

　
た
。

　
村
立
幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
現
在
二

千
七
百
円
で
す
が
、
諸
物
価
の
値
上
が

り
に
よ
り
、
四
月
か
ら
三
百
円
引
上
げ

月
額
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

）
、

）

「
公
の
施
設
」

　
地
方
公
共
団
体
の
施
設
の
う
ち
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
学
校
や
公
民

館
、
公
園
な
ど
は
、
地
方
自
治
法
上
「

公
の
施
設
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
「
公
の
施
設
」
は
、
庁
舎
や

試
験
・
研
究
機
関
な
ど
他
の
施
設
と
は

管
理
・
利
用
の
面
で
、
次
の
よ
う
な
異

っ
た
取
り
扱
い
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
記
置
】
公
の
施
設
を
設
け
る
に
は
、

法
令
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
除

い
て
、
自
治
体
が
自
主
的
に
条
例
で
定
，

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
管
理
】
公
の
施
設
の
管
理
は
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
利
害
に
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
の
許
可

や
取
り
消
し
を
は
じ
め
、
使
用
料
金
お

よ
び
徴
収
方
法
、
管
理
の
委
託
な
ど
、

管
理
に
つ
い
て
の
基
本
的
事
項
に
つ
い

て
は
、
法
令
の
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
利
用
】
地
方
公
共
団
体
は
、
正
当

な
理
由
が
な
い
限
り
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
利
用
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
利
用
に
つ
い
て
不
当
な
差
別
扱

い
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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心のふれあう
　住みよい村を

一江南村コミュニティづくり

　　　推進協議会が発足一

　
社
会
の
急
速
な
発
展
に
よ
っ
て
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
水
準
が
大
幅
に
向
上

し
、
住
民
の
生
活
様
態
は
地
域
社
会
中

心
か
ら
、
職
場
や
家
庭
中
心
に
と
移
行

し
、
地
域
に
お
け
る
人
間
相
互
の
つ
な

が
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
結
果

マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
か
ら
孤
立
し
た

家
庭
が
増
加
し
、
家
庭
の
教
養
機
能
や

保
障
機
能
の
低
下
が
、
か
ぎ
っ
子
、
少

年
の
非
行
化
、
独
居
老
人
、
そ
の
他
介
』

護
を
要
す
る
生
活
難
渋
者
を
発
生
さ
せ

る
な
ど
、
社
会
に
新
た
な
問
題
を
投
げ

か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
多
く

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
政
治
や
行

政
の
場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
急
が

　
　
　
　
（
、
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
／

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
真

に
地
域
住
民
の
幸
福
に
結
び
つ
け
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
人
び
と
が

地
域
杜
会
の
問
題
は
自
分
た
ち
の
こ
と

と
し
て
と
ら
え
、
積
極
的
に
眼
を
向
け
、

点
検
し
、
考
え
行
動
に
移
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
近
年
、
県
内
の
各
地
に
お
い
て
、
よ

り
よ
い
地
域
社
会
を
自
ら
の
手
で
創
り

出
そ
う
と
す
み
住
民
の
自
主
的
な
活
動
、

す
な
わ
ち
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
が

静
か
な
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

江
南
村
に
お
い
て
も
、
去
る
三
月
七
日

江
南
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
協

議
会
を
発
足
し
、
会
長
に
小
沢
八
郎
氏

が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
江
南
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

コ
ミ
、
ユ

　
　
　
く
上
新
田
集
会
所

推
進
協
議
会
は
、
村
内
の
二
十
三
の
団

体
か
ら
な
っ
て
お
り
、
う
る
お
い
の
あ
．

る
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
、

単
に
道
路
、
下
水
、
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住

民
相
互
の
信
頼
と
連
帯
に
基
づ
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
近
隣
社
会
）
の
育
成
が

必
要
と
考
え
、
住
民
自
ら
の
手
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
三
つ
の
重
点

運
動
を
定
め
、
村
民
運
動
と
し
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
村
民
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
三
つ
の
推
進
重
点
運
動

一
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

二
、
健
や
か
な
心
身
を
育
て
よ
う

三
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
ろ
う

ニ
テ
ィ
事
業
推
進
の
拠
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
野
原
集
会
所

へ
　
ρ

／

県め認可が必要で：ず

採
取
を
見
ま
し
た
ら

熊
谷
土
木
事
務
所
、

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
知
事
の
認
可
を
必
要
と
す
る
土
の

採
取
と
は
）

　
土
の
採
取
を
事
業
と
し
て
行
う
者
（

土
採
取
業
者
）
が
、
盛
土
又
は
埋
土
の

用
に
供
す
る
土
を
採
取
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
土
地
の
掘
削
を
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
（
認
可
の
基
準
は
）

　
土
の
採
取
が
、
個
人
の
生
命
、
身
体

財
産
に
害
を
お
よ
ぼ
し
た
り
、
道
路
等

の
公
共
施
設
を
損
傷
し
、
公
共
の
福
祉

に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
認
可

さ
れ
ま
す
。

　
（
認
可
の
取
り
消
し
な
ど
）

　
採
取
計
画
に
違
反
し
て
土
の
採
取
を

　
最
近
各
地
で
土
の

採
取
を
行
っ
て
い
る

所
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
が
、
江
南
村
は
埼

玉
県
土
採
取
条
例
の

指
定
を
受
け
て
、
知

事
の
認
可
を
受
け
な

け
れ
ば
、
土
の
採
取

は
で
き
な
い
事
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
条
例
は
次
に
掲
げ

る
内
容
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
附
近
で
違
反
行

為
と
思
わ
れ
る
土
の

　
、
江
南
村
役
場
、

　
埼
玉
県
自
然
保
護

行
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
認
可
の

取
り
消
し
又
は
災
害
防
止
の
た
め
の
措

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
ま
す
．

　
（
採
取
の
期
問
）

　
一
年
間
で
あ
り
、
更
新
も
で
き
ま
す
。

　
（
罰
則
）

　
知
事
の
認
可
を
受
け
ず
に
、
又
は
採

取
計
画
に
違
反
し
て
土
の
採
取
を
行
っ

た
者
に
対
し
て
は
、
六
ケ
月
以
下
の
懲

役
、
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

　
（
指
定
地
域
）

　
認
可
を
必
要
と
す
る
指
定
地
域
は
、

山
地
を
有
す
る
市
町
村
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
次
の
と
お
り
で
す
。

域地定指

区　分 地　　　　　　　　　域

市 秩父市・飯能市・東松山市・入間市・坂戸市

入間郡 毛呂山町・越生町・日高町

比企郡
嵐山町・小川町・吉見町・滑川村・都幾川村
・玉川村・鳩山村

秩父郡
皆野町・長瀞町・吉田町・横瀬村・荒川村・
東秩父村

児玉郡 児玉町・上里町・美里村・神川村

大里郡 岡部町・寄居町・大里村・江南村・川本町・花園村
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役
場
の
西
隣
り
に
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
が
出
来
て
か
ら
今
年
で
十
二
年
を
経

過
し
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
保
健
指
導

と
助
産
所
と
し
て
の
仕
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
い
た
り
年
々

助
産
の
仕
事
が
減
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
開
業
医
が
常
駐
す
る
産
院
で

分
娩
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
時
代
の
流
れ
の
変
化
に
は
抗
し
切
れ

ま
せ
ん
。
誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
が
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

年
三
月
末
日
を
も
っ
て
助
産
部
門
を
廃

止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま

で
に
数
多
く
の
出
産
児
の
分
娩
を
助
け

．
大
過
な
く
そ
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
の
は
、
こ
れ
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
医
師
、
助
産
婦
等
の
方
々
の
努

力
の
お
蔭
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
本
来

の
仕
事
に
戻
し
、
保
健
指
導
の
面
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
面

　
で
の
利
用
者
の
方
々
の
変
ら
ざ
る
ご
協

　
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
長
い
間
ご
利

銀
露
藻
饗
に
．

＼

保健指導をより充実

錘
鈴
錘
錘
B
鈴
縫
B
縫
凪
H
H
B
拝
縫
鈴
H
日
日
H
H
H
呂
鍵
M
u
健
錘
錘
錘
錘
錘
鈴
錘
M
疑
錘
H
鎚
鎚
錘
欝
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
銚
器
鈴
鎚
鈴
鈴
M
廿
欝
鈴

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
児
童
手
当
制
度

　
児
童
手
当
は
、
健
や
か
に
生
ま
れ
育

て
ら
れ
て
い
く
基
盤
で
あ
る
家
庭
生
活

の
安
定
と
、
将
来
の
社
会
を
支
え
る
児

童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養
育

し
て
い
る
家
庭
で
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
が
い
る
と
き
、
そ
の
3
人
目
以

降
の
児
童
1
人
に
つ
き
、
村
民
税
課
税

世
帯
で
月
額
5
千
円
、
非
課
税
世
帯
は

月
額
6
千
5
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
児
童
手
当
に
該
当
す
る
か
た
は
、

の

役
場
住
民
課
へ
児
童
手
当
認
定
請
求
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
　
（
今
年
の
一
月

一
日
以
降
江
南
村
へ
転
入
し
た
か
た
は
、

前
住
地
の
市
町
村
長
が
証
明
し
た
所
得

証
明
の
添
付
が
必
要
で
す
。
）

　
認
定
請
求
書
に
も
と
ず
き
前
年
の
所

得
を
調
べ
、
所
得
の
限
度
額
以
下
の
場

）

）

健やかな成長を願って

合
（
扶
養
親
族
三
人
の
場
合
は
三
百
万

六
千
円
）
請
求
月
の
翌
月
か
ら
児
童
手

当
を
受
給
で
き
ま
す
。

　
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
児
童
手
当

認
定
請
求
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
児
童

手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
村

外
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
前
住
地

で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
て
も
、
新
た

に
提
出
し
な
け
れ
ば
児
童
手
当
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
児
童
が
増
え
た

場
合
、
児
童
手
当
の
額
の
改
定
は
、
そ

の
者
が
そ
の
改
定
後
の
額
に
つ
き
認
定

の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
翌
月
か
ら

行
な
い
ま
す
。

　
尚
、
公
務
員
又
は
、
公
共
企
業
体
の

職
員
の
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
を
勤

務
先
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

“弱者“の

事故防止に重点

6日～15日
春の全国交通安全運動

　
四
月
六
日
（
日
）
か
ら
十
五
日
（
火
）

ま
で
の
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
．

・
今
年
の
重
点
目
標
は
次
の
三
点
で
す
。

　
①
歩
行
者
特
に
新
入
学
（
園
）
児
を
中

　
　
心
と
し
た
子
供
の
事
故
防
止

　
②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
③
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全
運

　
　
転
の
確
保

　
“
く
る
ま
社
会
”
の
中
で
の
弱
者
は

歩
行
者
　
　
と
く
に
子
供
と
老
人
で
あ

る
こ
と
を
警
察
庁
の
数
字
が
は
っ
き
り

と
”
証
言
”
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
で
実
に
二
千
九
百
人
の

歩
行
者
が
車
に
ハ
ネ
ら
れ
て
亡
く
な
り

　
　
　
　
、
）
）

ま
し
た
。
こ
の
内
訳
を
見
ま
す
と
、
死

亡
者
の
ト
ッ
プ
は
七
十
歳
以
上
の
老
人

で
七
百
五
十
九
人
。
二
位
に
幼
児
の
五

百
四
人
が
続
き
、
以
下
、
六
十
歳
代
小

学
生
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
弱
肉
強
食
」
と
い
う
”
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
掟
〃
は
、
交
通
戦
争
の
中
に
も
生

き
て
い
る
ー
と
い
っ
て
は
言
い
過
ぎ

で
し
よ
う
か
。

　
子
供
の
場
合
、
ど
ん
な
と
き
に
悲
惨

な
交
通
事
故
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

警
察
庁
の
追
跡
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

自
宅
近
く
の
事
故
が
最
も
多
く
、
と
く

に
半
径
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
ひ
ん
発

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
幼
児
ほ
ど
強
く
、

小
学
生
で
は
下
校
時
か
、
学
校
か
ら
帰

っ
て
一
、
二
時
間
後
に
い
ち
ば
ん
多
く

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
曜
日
別
に
見
て
も
、
土
、
日
曜
の

事
故
発
生
率
が
高
い
こ
と
か
ら
一
種
の

解
放
感
が
事
故
に
結
び
つ
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
警
察
で
は
分
析
し

て
い
ま
す
。

　
子
供
は
ひ
と
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な

り
ま
す
と
、
ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入

ら
な
く
な
り
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
・

車
道
に
と
び
出
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

子
供
は
大
人
と
違
っ
て
、
そ
の
と
き
ど

き
の
気
分
で
行
動
す
る
特
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
母
さ
ん
や
運
転
者
は
、
こ

の
こ
と
を
十
分
に
わ
き
ま
え
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
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　ロり　》【’、

耐動

鷲

　
村
民
歩
け
歩
け
大
会
▼

　
去
る
三
月
十
六
日
村

民
歩
け
歩
け
大
会
が
行

わ
れ
、
村
内
各
地
か
ら

約
二
百
名
の
老
若
男
女

が
参
加
、
春
の
｝
日
を

楽
し
く
す
ご
し
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
押
切
川
原

で
中
食
後
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
参
加
者
。

　
　
　
　
（
、
（

　
野
原
地
内
の
進
路
改
良
現
場
か
ら
、

焼
夷
弾
が
発
見
さ
れ
、
危
険
物
と
し
て

警
察
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
焼

夷
弾
は
、
太
平
洋
戦
争
当
時
の
も
の
で

す
。
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
危
険
で
す

く
か
ら
す
ぐ
ご
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

欄
灘

▲
三
月
二
十
四
日
江
南
保
育
所
で
保
育

証
書
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
保
育
で
こ
ん
な
に
立
派
に

な
っ
た
八
十
九
名
の
子
供
た
ち
、
四
月

か
ら
幼
稚
園
へ
入
園
し
ま
す
。

騨

　　　　　　　　　　　　お知らせとあんない
　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　ソフトボール大会　　：　　狂犬病予防注射　　　：　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　：　防火教室を開催　　　　：
　　ソ1トボール春季大会を次のとi日程’●一1。。4月18日村内6ケ所i火災の恐ろしさを理解してレ、たi

　おり行います。多数の参加をお願　　・　　　　　　4月28日　役場　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　一　　　　　　　　　　：　だくために、消防本部では火災に　　：
　いします。　　　　　　　　　　　　r　手数料……1頭につき3，000円　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　：　関する映画の上映、火災原因等に　：
　日程…4月27日（日）及び29日（祝日）　1　　　　　　内1，500円は登録料　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　塵
　　　　　　　、　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　ついての理解や地震の応急手当等　　1
　場所…荒川グラ／ド　　　　　　　1　　訪問注射は4，500円となります。　1　　　　　　　　　　　　　　　　　，
主催…江南村ソフトボール協会iくわしくは回覧をご覧下さい．i錫聴覚教材を使った防火教室を開i

　　くわしくは4月14日主将会議に1．．．．、＿一、一、．．．一一、．、．一．．一4催いたしますので申込み下さい・i

　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　暑　○申込は、自治会及び各団体で。　・
　て決定いたします。　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　｛　　　　　　　　　　　：　「だ＼
一一…一一一一一一一一一一一一一一一：　　生ワクチン投与　　10防火教至の費用は無料ですQ　l

　字別婦人　　　　　　　i日時．．＿．4月23日午後1時30分よセ）i　O申込期間1抽りませんので・い　i　O

　　　　バレーボール大会・i場所＿村民体育館　　　　　i　つでもどつ孔　　　、　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　、　　　1　0申込手続とお問合せは、熊谷地　　：
　日程一一5月11日（日）　　　　　　，　対象……昭和54年1月1日かり12　1　　　、、　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　区消防本部へ　　　　　　　　　1

場所…’村民体育館　　1　月31日生れのかた　i　（電話22－4445）　i
　主催……江南村教育委員会　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　
国
民
年
金
の
加
入
届
は

　
　
　
済
み
ま
し
た
か
／

　
あ
な
た
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
か
。
国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
業

な
ど
を
営
ん
で
い
る
自
営
業
者
と
そ
の

家
族
の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
二
十
歳
以
上
、
六

十
歳
未
満
の
日
本
国
民
で
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
で
あ
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
加
入
し
て
、
月
々
三
干
七
百
七
十
円

の
保
険
料
を
納
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
老
後
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き

や
不
幸
に
し
て
夫
に
先
だ
た
れ
た
と
き

な
ど
に
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受

給
で
き
ま
す
．

　
加
入
の
届
は
本
人
が
自
主
的
に
届
出

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
ら
今

す
ぐ
、
役
場
で
加
入
の
手
続
き
を
済
せ

ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
前
納
制
度
の

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
五
十
六
年
三
月
ま
で
の
保
険
料
を
、

今
年
の
四
月
中
に
全
額
納
め
て
い
た
だ

く
制
度
で
、
定
額
保
険
料
で
年
額
千
九

十
円
、
附
加
保
険
料
で
年
額
千
二
百
十

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
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税のコーナー
．
碓
定
申
告
を
間
違
え
た
り

忘
れ
た
と
き
は

☆
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を

間
違
え
た
た
め
、
納
め
た
税
金

が
少
な
か
っ
た
り
、
戻
っ
た
税

金
が
多
過
ぎ
た
と
き
に
は
、
す

ぐ
修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い

金
額
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
延
滞
税
な
ど
の

負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

☆
納
め
過
ぎ
て
い
た
と
き

　
所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え

て
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
戻

っ
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
し
た
と
き

に
は
、
更
正
の
請
求
に
よ
り
、
正
し
い

金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
一
年

間
で
す
が
、
早
く
手
続
き
を
し
て
お
け

ば
、
税
金
も
早
く
戻
り
ま
す
。

☆
申
告
を
忘
れ
た
と
き

　
う
っ
か
り
し
て
い
て
碓
定
申
告
を
忘

れ
た
人
は
、
す
ぐ
申
告
を
し
て
納
税
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
早
く
申
告
を
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
延
滞

税
な
ど
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

☆
用
紙
な
ど
は
税
務
署
に

　
「
碓
定
申
告
書
」
　
「
修
正
申
告
書
」

「
更
正
の
請
求
書
」
な
ど
の
用
紙
は
、

税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の

税
務
署
・
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税

　
　
　
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
次
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
自
分
の
固
定
資

産
税
の
基
本
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

日
時
　
四
月
一
日
よ
り
二
十
日
ま
で

　
　
　
休
日
を
除
く
毎
日
午
前
八
時
三

　
十
分
よ
り
午
後
五
時
（
土
曜
日

　
　
　
は
正
午
）
ま
で

場
所
　
役
場
税
務
課

．
登
録
事
項
に
誤
り
の
あ
る
場
合
は
、

四
月
三
十
日
ま
で
に
異
議
の
申
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
に

　
　
　
納
税
証
明
が
つ
き
ま
す

　
継
続
審
査
（
車
検
）
の
時
必
要
な
納

税
証
明
は
、
今
ま
で
必
要
な
時
税
務
課

で
申
請
に
よ
り
交
付
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
納
税
の
時
、
証
明
書
を

納
付
領
収
書
に
つ
け
て
交
付
し
ま
で
の

で
、
必
要
な
分
は
大
切
に
保
管
し
利
用

し
て
下
さ
い
。

4月の納税
国民健康保険税

第1期分

納期限4月30日
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兄
弟
げ
ん
か

成
長
の
“
心
の
糧
”

　
け
ん
か
は
子
供
に
つ
き
も
の
で
す
。

な
か
で
も
、
兄
弟
げ
ん
か
は
毎
日
の
こ

と
で
、
子
供
に
と
っ
て
は
生
活
の
一
部

と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
子
供
は

け
ん
か
を
し
な
が
ら
成
長
す
る
ー
と

い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
は
、
け
が

さ
え
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
物
を
こ

わ
さ
な
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
ま
で
は
ム

リ
に
止
め
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
、
と
い
う
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
と
は
い
え
、
親
に
し
て
み
れ
ば
、
目

の
前
の
け
ん
か
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

く
る
と
、
放
っ
て
お
く
わ
け
に
も
い
か

な
く
な
り
ま
す
。
む
ず
か
し
い
の
は
、

そ
の
時
の
”
収
拾
”
の
し
か
た
で
す
。

　
け
ん
か
は
、
子
供
な
り
の
自
己
主
張

の
表
れ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
利
己
主
張
も

）
（
）

こー

會
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
け
ん
か
と

は
、
主
張
の
ぶ
つ
か
り
合
い
な
の
で
す

か
ら
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、

同
時
に
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
も
考
え

さ
せ
る
よ
う
に
し
む
け
、
対
人
関
係
の

あ
り
方
を
学
ば
せ
る
よ
い
機
会
と
い
え

ま
す
．
、

　
逆
に
い
え
ば
、
け
ん
か
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
で
は
ど
う
し
た
ら
仲
よ
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
同
時
に
、
相
手
に
対

す
る
思
い
や
り
の
心
も
育
っ
て
い
き
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
子
供
に
と

っ
て
け
ん
か
は
、
対
人
関
係
を
学
習
す

る
機
会
で
あ
り
、
社
会
性
を
身
に
つ
け

て
い
く
た
め
の
”
教
材
”
と
い
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
仲
よ
く
つ
き
合
う
方
法
を
覚

え
、
自
分
を
反
省
す
る
こ
と
を
知
り
、

成
長
へ
の
”
心
の
糧
”
と
な
っ
て
い
く

の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
け
ん
か
の
”
収
拾
”
に

あ
た
っ
て
は
、
一
方
的
に
し
か
っ
て
止

め
さ
せ
る
の
で
な
く
、
お
母
さ
ん
は
け

ん
か
の
意
味
を
よ
く
考
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。




